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は
じ
め
に

　

長
崎
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
は
、
一
九
九
三
年
に
当
時
県
内
で
盛

ん
に
養
殖
さ
れ
て
い
た
ブ
リ
類
や
マ
ダ
イ
が
価
格
の
低
迷
に
よ
っ
て

経
営
不
振
に
陥
り
、
そ
れ
ら
に
替
わ
る
新
た
な
魚
種
と
し
て
、
近
海

に
来
遊
す
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
幼
魚
（
以
下
、
ヨ
コ
ワ
）
を
種
苗
と
し
た
養

殖
の
可
能
性
を
見
極
め
る
目
的
で
、
長
崎
県
水
産
部
（
以
下
、
県
）

が
「
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
技
術
開
発
検
討
会
」
を
設
置
し
た
こ
と
か
ら

始
ま
る
。

　

そ
れ
か
ら
約
二
〇
年
が
経
過
し
た
二
〇
一
三
年
に
は
、
長
崎
県
の

ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
は
、
ブ
リ
類
や
マ
ダ
イ
養
殖
業
を
凌
ぐ
産
業
に

発
展
し
、
そ
の
生
産
量
は
三
〇
七
〇
ト
ン
、
生
産
金
額
は
九
一
億
円

に
な
っ
た
。
こ
の
生
産
量
は
鹿
児
島
県
に
次
ぐ
全
国
二
位
で
あ
る
。

　

こ
こ
で
は
、
県
が
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
の
振
興
に
向
け
て
取
り
組

ん
で
き
た
内
容
を
軸
に
、
そ
の
経
過
を
振
り
返
り
つ
つ
現
状
と
今
後

の
課
題
を
紹
介
す
る
。

長
崎
県
に
お
け
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
の
現
状
と
課
題

１
．
長
崎
県
に
お
け
る
ク
ロマ
グ
ロ
養
殖
業
の
沿
革
と
現
状

（
１
）
長
崎
県
の
草
創
期
に
お
け
る
取
り
組
み

　

日
本
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
へ
の
取
り
組
み
は
、
一
九
七
〇
年
の
水

産
庁
に
よ
る
マ
グ
ロ
養
殖
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
「
有
用
魚
類
大
規
模

養
殖
実
験
事
業
」
に
よ
っ
て
始
ま
っ
た
と
い
え
る
が
、
長
崎
県
の
ク

ロ
マ
グ
ロ
養
殖
と
の
か
か
わ
り
は
、
そ
の
一
年
前
の
一
九
六
九
年
に

長
崎
県
水
産
試
験
場
（
以
下
、
長
崎
水
試
）
が
対
馬
で
ヨ
コ
ワ
を
採
取

し
て
予
備
的
な
飼
育
を
行
っ
た
こ
と
に
遡
る
。
し
か
し
、
本
格
的
な

取
り
組
み
は
、
一
九
九
二
年
に
「
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
技
術
開
発
検
討

会
」（
産
・
官
・
学
の
代
表
お
よ
び
有
識
者
で
構
成
）
が
設
置
さ
れ
、
長
崎

県
海
域
に
お
け
る
養
殖
の
可
能
性
を
示
唆
す
る
「
長
崎
県
に
お
け
る

ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
技
術
開
発
の
展
望
」（
一
九
九
四
年
三
月
）
が
ま
と
め

ら
れ
た
こ
と
に
始
ま
る
。
当
時
、
長
崎
県
の
魚
類
養
殖
業
の
年
間
の

生
産
金
額
は
二
七
〇
～
三
〇
〇
億
円
程
度
で
、
そ
の
約
八
割
を
ブ
リ

類
や
マ
ダ
イ
が
占
め
て
い
た
。
し
か
し
、
そ
れ
ら
の
過
剰
生
産
な
ど

長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
長　

藤
井
明
彦
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に
よ
っ
て
価
格
が
低
迷
し
経
営
不
振
に
陥
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
打

開
策
が
求
め
ら
れ
て
い
た
。
業
界
か
ら
は
、
新
魚
種
の
導
入
な
ど
に

よ
る
新
た
な
養
殖
業
の
創
出
が
強
く
望
ま
れ
、
そ
の
対
象
と
し
て
高

級
魚
と
な
っ
て
い
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、
も
っ
と
も
魅
力
あ
る
魚
種
で

あ
っ
た
。

　

県
は
こ
の
検
討
結
果
を
受
け
、
委
託
事
業
と
し
て
そ
の
翌
年
の

一
九
九
四
年
か
ら
七
年
後
の
二
〇
〇
〇
年
に
か
け
て
、
対
馬
、
五
島

な
ど
県
内
五
カ
所
で
ヨ
コ
ワ
種
苗
の
採
捕
、
運

搬
、
養
殖
な
ど
に
関
す
る
実
証
的
な
技
術
開
発

試
験
を
実
施
し
た
。

　

実
証
試
験
は
、
失
敗
の
連
続
で
手
探
り
の
状

態
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
七
年
に
は
、
対
馬
の

上か
み

県あ
が
た町
漁
業
協
同
組
合
で
養
殖
さ
れ
た
平
均

体
重
三
三
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
試
験

的
に
出
荷
さ
れ
、
そ
の
後
、
一
九
九
九
年
の

一
一
月
に
は
、
五
島
ふ
く
え
漁
業
協
同
組
合
の

椛か
ば

島し
ま

地
区
で
三
年
二
カ
月
間
養
殖
さ
れ
た
五
〇

尾
が
築
地
な
ど
の
市
場
へ
出
荷
さ
れ
る
に
至
っ

た
。
そ
の
際
に
出
荷
さ
れ
た
ク
ロ
マ
グ
ロ
は
、

平
均
体
重
六
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
で
最
大
個
体
は

八
七
キ
ロ
グ
ラ
ム
に
達
し
て
い
た
。
こ
れ
ら
実

証
試
験
の
結
果
な
ど
は
「
マ
グ
ロ
養
殖
マ
ニ
ュ

ア
ル
」（
二
〇
〇
〇
年
三
月
）
に
ま
と
め
ら
れ
た
。

当
時
は
、
全
国
的
に
も
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
の
草
創
期
に
あ
た
り
、

個
人
経
営
は
ご
く
わ
ず
か
で
、
主
に
資
本
力
の
あ
る
企
業
経
営
に
よ

る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、
県
内
の
ブ
リ
類
や

マ
ダ
イ
な
ど
の
魚
類
養
殖
経
営
体
を
対
象
に
、
こ
れ
ら
経
営
体
に
よ

る
複
合
経
営
を
目
指
す
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の
中
で
は
、
長
崎
県
に

適
し
た
規
模
で
の
経
営
モ
デ
ル
と
し
て
、
個
人
経
営
体
や
そ
れ
ら
が

複
数
で
行
う
共
同
経
営
体
を
想
定
し
た
モ
デ
ル
が
示
さ
れ
た
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
と
と
も
に
県
の

支
援
事
業
も
あ
り
、
長
崎
県
の
ク
ロ
マ

グ
ロ
養
殖
は
技
術
的
な
試
験
、
実
証
段

階
か
ら
、
対
馬
や
五
島
な
ど
離
島
地
域

を
中
心
に
養
殖
業
と
し
て
の
取
り
組
み

が
開
始
さ
れ
た
。
こ
の
先
駆
け
と
も
い

う
べ
き
取
り
組
み
に
は
、
対
馬
市
尾
崎

地
区
の「
ト
ロ
の
華
生
産
者
協
業
体
」が

あ
る
。
こ
の
地
区
で
は
、
一
九
九
九
年

か
ら
養
殖
に
着
手
し
、
二
〇
〇
三
年
に

地
区
の
ブ
リ
類
な
ど
の
養
殖
業
者
八
経

営
体
に
よ
っ
て
協
業
体
が
組
織
さ
れ
た
。

　

な
お
、
こ
の
段
階
か
ら
長
崎
県
で
は
、

離
島
を
中
心
に
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
が
普

及
、
定
着
を
み
せ
た
が
、
そ
の
背
景
に

は
、
以
下
に
示
す
恵
ま
れ
た
自
然
条
件
、

養殖クロマグロの出荷のための取り上げ光景。
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地
理
的
条
件
が
挙
げ
ら
れ
る
。
①
島
や
半
島
が
多
く
、
養
殖
適
地
が

多
く
存
在
す
る
こ
と
、
②
長
崎
県
近
海
に
ヨ
コ
ワ
が
来
遊
し
、
天
然

種
苗
を
安
い
コ
ス
ト
で
、
安
全
に
運
搬
し
て
確
保
で
き
る
こ
と
、
③

餌
料
と
な
る
サ
バ
な
ど
が
県
内
市
場
で
水
揚
げ
さ
れ
、
日
本
有
数
の

餌
料
供
給
基
地
で
あ
る
こ
と
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
が
作
成
さ
れ
て
三
年
後
の
二
〇
〇
三
年
に
は
、
県
内

に
は
一
九
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
経
営
体
が
あ
り
、
そ
の
生
産
量
は

二
六
〇
ト
ン
、
生
産
金
額
は
六
億
円
と
な
っ
た
。
そ
の
後
、
当
初
の

着
業
者
の
生
産
拡
大
に
伴
い
徐
々
に
生
産
量
を
伸
ば
す
が
、

二
〇
〇
六
年
に
な
っ
て
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
は
新
た
な
段
階
を
迎

え
る
こ
と
に
な
る
。

（
２
）
長
崎
県
マ
グ
ロ
養
殖
振
興
プ
ラ
ン

　

二
〇
〇
六
年
に
「
大
西
洋
ま
ぐ
ろ
類
保
存
国
際
委
員
会
」（
以
下
、

I
C
C
A
T
）
が
地
中
海
、
東
大
西
洋
で
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
枠

を
段
階
的
に
引
き
下
げ
る
方
針
を
示
す
な
ど
の
資
源
管
理
措
置
の
強

化
を
契
機
に
、
マ
グ
ロ
の
生
産
・
供
給
を
め
ぐ
る
産
地
勢
力
図
が
変

化
し
た
。
日
本
で
消
費
さ
れ
る
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
約
半
分
を
供
給
し
て

い
た
地
中
海
産
の
輸
入
量
の
減
少
を
補
完
す
る
必
要
か
ら
、
国
産
の

生
産
拡
大
に
目
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
マ
グ
ロ
の
輸
入
、
販

売
を
手
が
け
て
い
た
企
業
が
、
自
ら
養
殖
業
へ
の
参
入
や
事
業
拡
大

を
進
め
る
動
き
と
な
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
な
動
き
の
中
、
県
は
こ
れ
ま
で
の
既
存
養
殖
業
者
の
支

援
に
加
え
て
、
新
規
参
入
者
に
も
積
極
的
に
対
応
す
る
た
め
、

二
〇
〇
八
年
三
月
に
「
長
崎
県
マ
グ
ロ
養
殖
振
興
プ
ラ
ン
」（
以
下
、

振
興
プ
ラ
ン
）
を
策
定
し
、
同
年
の
漁
業
権
一
斉
切
り
替
え
を
契
機

に
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
漁
場
の
拡
大
を
図
る
方
針
を
示
し
た
。
振
興
プ

ラ
ン
で
は
、
長
崎
県
の
恵
ま
れ
た
自
然
・
地
理
的
条
件
な
ど
を
十
分

に
活
か
し
て
、
現
在
の
生
産
量
約
五
〇
〇
ト
ン
（
二
〇
〇
六
年
）
を
、

概
ね
五
年
後
、
二
〇
一
三
年
に
は
四
倍
の
二
〇
〇
〇
ト
ン
程
度
、
生

産
金
額
で
七
〇
億
円
に
増
や
し
、
全
国
有
数
の
産
地
を
目
指
す
こ
と

に
し
た
。

　

振
興
の
た
め
の
具
体
的
な
支
援
は
、
①
養
殖
漁
場
の
設
定
、
②
養

殖
用
種
苗
の
確
保
、
③
養
殖
用
餌
料
の
確
保
、
④
生
産
状
況
の
管
理
、

⑤
漁
業
権
管
理
の
透
明
化
、
⑥
技
術
協
力
、
⑦
販
路
対
策
、
⑧
地
域

振
興
、
⑨
支
援
措
置
の
九
項
目
に
ま
と
め
ら
れ
、
特
に
新
規
参
入
者

な
ど
か
ら
の
ニ
ー
ズ
に
幅
広
く
対
応
す
る
た
め
、
漁
業
協
同
組
合
な

ど
と
連
携
し
て
、
養
殖
漁
場
と
し
て
可
能
性
が
あ
る
未
利
用
海
域
を

デ
ー
タ
ベ
ー
ス
化
し
て
公
表
し
た
。
ま
た
、
振
興
プ
ラ
ン
を
確
実
に

実
行
す
る
に
は
、
養
殖
用
天
然
種
苗
お
よ
び
餌
料
の
安
定
確
保
が
要

と
な
る
こ
と
か
ら
、
関
係
者
の
協
力
関
係
を
強
化
す
る
た
め
、「
長

崎
県
マ
グ
ロ
養
殖
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
た
。
二
〇
〇
八
年
一
一
月

に
開
催
さ
れ
た
第
一
回
の
協
議
会
に
は
、
県
内
の
養
殖
業
者
と
、
ヨ

コ
ワ
を
漁
獲
す
る
関
係
漁
業
者
、
餌
料
の
流
通
関
係
団
体
お
よ
び
市

町
な
ど
の
関
係
者
が
一
堂
に
会
し
連
携
を
深
め
た
。

　

な
お
、
振
興
プ
ラ
ン
は
地
域
振
興
を
念
頭
に
お
い
て
い
る
こ
と
か



45 しま 241  2015.3

特集  水産業の新たな展開・Ⅱ

ら
、
県
は
県
外
企
業
の
新
規
参
入
に
あ
た
っ
て
は
、
種
苗
の
県
内
調

達
、
地
元
雇
用
、
地
元
か
ら
の
餌
料
の
優
先
購
入
、
漁
協
販
売
事
業

に
よ
る
出
荷
な
ど
、
地
域
と
の
共
存
と
振
興
に
配
慮
が
な
さ
れ
る
よ

う
に
、
地
元
漁
業
協
同
組
合
と
協
定
書
を
締
結
す
る
よ
う
指
導
し
た
。

（
３
）
長
崎
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
の
現
状

　

二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
一
三
年
ま
で
の
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
生
産

量
と
生
産
金
額
の
推
移
を
図
１
に
示
す
。
経
営
体
は
二
〇
〇
三
年
に

は
一
九
経
営
体
で
あ
っ
た
が
、
漁
業
権
一
斉
切
り
替
え
が
行
わ
れ
た

二
〇
〇
八
年
に
は
三
四
経
営
体
に
増
え
、
さ
ら
に
、
二
〇
一
三
年
に

は
四
三
経
営
体
と
な
っ
て
、
こ
の
約
一
〇
年
間
で
二
倍
以
上
に
増
え

た
。
な
お
二
〇
〇
八
年
以
降
に
、
対
馬
、
五
島
、
松
浦
、
平
戸
に
商

社
や
水
産
系
大
手
企
業
な
ど
の
県
外
企
業
が
新
規
参
入
し
た
。
生
産

量
は
、
二
〇
〇
三
年
か
ら
二
〇
〇
六
年
ま
で
は
徐
々
に
増
加
し
た
が
、

そ
の
後
、
急
激
な
増
加
を
み
せ
二
〇
一
〇
年
二
二
八
七
ト
ン
と
振
興

プ
ラ
ン
の
生
産
量
の
目
標
値
二
〇
〇
〇
ト
ン
を
超
え
た
。
生
産
金
額

は
五
一
億
円
と
目
標
値
の
七
一
億
円
に
は
達
し
な
か
っ
た
が
、
翌
年

の
二
〇
一
一
年
に
は
、
生
産
量
が
さ
ら
に
二
六
一
三
ト
ン
に
増
え
、

生
産
金
額
は
七
三
億
円
に
な
り
、
量
、
金
額
と
も
に
目
標
値
を
超
え

た
。
そ
の
後
も
順
調
で
、
二
〇
一
三
年
に
は
三
〇
七
〇
ト
ン
、

九
一
億
円
と
な
り
、
生
産
量
で
は
全
国
の
約
三
割
を
占
め
た
。
な
お
、

海
区
別
の
生
産
量
は
、
対
馬
が
一
四
六
三
ト
ン
で
最
も
多
く
、
次
い

で
五
島
が
八
一
五
ト
ン
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
統
計
値
が
公
表
済

み
の
二
〇
一
二
年
の
長
崎
県
魚
類
養
殖
業
の
生
産
金
額
で
は
、
総
額

二
六
〇
億
円
の
う
ち
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
八
二
億
円
を
占
め
、
ブ
リ
類

六
七
億
円
、
フ
グ
類
三
六
億
円
、
マ
ダ
イ
二
〇
億
円
を
上
回
っ
た
。

　

二
〇
一
三
年
に
お
け
る
長
崎
県
の
所
在
地
別
の
養
殖
経
営
体
数
と

漁
場
数
を
図
２
に
示
す
。
同
年
の
経
営
体
数
は
四
三
経
営
体
で
、
全

国
の
延
べ
経
営
体
数
一
〇
二
経
営
体
の
約
四
割
を
占
め
全
国
一
多
い
。

海
区
別
の
経
営
体
数
は
個
人
・
共
同
経
営
と
法
人
に
分
け
て
示
す
と
、

図1  ‌�長崎県におけるクロマグロ養殖業の生産量及び 
生産金額
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県
南
が
一
カ
所
で
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
離
島
地
域
に
あ
る
。

　

加
え
て
、
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
平
均
単
価
と
出
荷
サ
イ
ズ
の
推
移

を
図
３
に
示
す
。
こ
れ
ら
の
推
移
を
み
る
と
、
大
型
サ
イ
ズ
の
も
の

ほ
ど
単
価
が
高
い
こ
と
が
わ
か
る
。
長
崎
県
で
は
、
ヨ
コ
ワ
を
約
二

～
三
年
間
養
殖
し
て
、
三
〇
～
五
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
の
比
較
的
小

型
の
も
の
（
六
五
パ
ー
セ
ン
ト
）
を
中
心
に
出
荷
し
て
お
り
、
近
年
は

単
価
の
低
下
に
対
応
す
る
た
め
、
大
型
サ
イ
ズ
で
の
出
荷
が
徐
々
に

取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

日
本
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
は
一
九
九
〇
年
代
後
半
か
ら

二
〇
〇
〇
年
代
に
か
け
て
飛
躍
的
な
成
長
を
遂
げ
、
長
崎
県
で
も
同

様
に
拡
大
し
て
き
た
。
し
か
し
、
国
際
的
な
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
の
管

理
強
化
に
伴
い
、
国
内
で
も
天
然
種
苗
を
利
用
し
た
養
殖
の
拡
大
が

制
限
さ
れ
る
な
ど
、
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
化
し
て
き
て
い
る
。

　

全
国
的
な
生
産
増
大
に
伴
い
、
養
殖
用
種
苗
と
し
て
未
成
魚
の
漁

獲
が
急
激
に
増
加
し
資
源
に
与
え
る
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
中
、

二
〇
一
二
年
一
〇
月
に
は
、「
国
内
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
の
管
理
強
化

に
関
す
る
農
林
水
産
大
臣
の
指
示
」
が
発
出
さ
れ
た
。
こ
の
指
示
で

は
、
一
年
あ
た
り
の
天
然
種
苗
の
活
け
込
み
尾
数
が
二
〇
一
一
年
か

ら
増
加
す
る
よ
う
な
養
殖
漁
場
の
新
た
な
設
定
を
行
わ
な
い
こ
と
と

な
っ
て
い
る
。
た
だ
し
、
人
工
種
苗
を
用
い
た
養
殖
に
つ
い
て
は
、

指
示
の
対
象
外
で
、
規
模
の
拡
大
や
新
規
参
入
は
人
工
種
苗
を
用
い

る
こ
と
が
条
件
と
さ
れ
た
。

　

さ
ら
に
、
二
〇
一
五
年
一
月
か
ら
は
、「
中
西
部
太
平
洋
ま
ぐ
ろ

図2  長崎県のクロマグロ養殖経営体と養殖漁場個
人
・
共
同
経
営
が
二
〇
経
営
体
で
、
法
人
が
二
三
経
営
体
と
な
っ

て
い
る
。
海
区
別
に
み
る
と
対
馬
が
二
一
経
営
体
で
最
も
多
く
、
五

島
が
一
三
経
営
体
で
続
く
。
な
お
、
対
馬
で
は
個
人
・
共
同
経
営
体

が
多
い
の
に
対
し
、
五
島
は
す
べ
て
法
人
と
な
っ
て
い
る
。
養
殖
漁

場
は
、
対
馬
が
二
五
カ
所
、
五
島
が
二
四
カ
所
、
県
北
が
一
二
カ
所
、

対馬

五島

県北

県南
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類
委
員
会
」（
以
下
、
W
C
P
F
C
）
が
決
定
し
た
太
平
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ

の
漁
獲
規
制
が
開
始
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
日
本
の
主
導
に
よ
っ
て
決

め
ら
れ
た
が
、
太
平
洋
の
親
魚
資
源
量
が
二
〇
一
二
年
に
は
約
二
・

六
万
ト
ン
と
低
水
準
に
あ
り
、
今
後
歴
史
的
低
水
準
の
一
・
九
万
ト

ン
（
一
九
八
四
年
）
を
割
り
込
む
恐
れ
が
あ
る
こ
と
か
ら
実
施
さ
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
体
重
三
〇
キ
ロ
グ
ラ
ム
未
満
を
未

成
魚
と
み
な
し
、
年
間
漁
獲
量
を
基
準
値
（
二
〇
〇
二
～
〇
四
年
の
平

均
値
）
の
半
分
以
下
に
減
ら
す
と
い
う
も
の
で
、
全
国
を
六
ブ
ロ
ッ

ク
に
分
け
て
、
漁
獲
量
が
管
理
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
こ
の
取
り

組
み
に
よ
っ
て
、
一
〇
年
以
内
に
親
魚
資
源
量
を
四
・
三
万
ト
ン
以

上
に
回
復
さ
せ
る
こ
と
が
目
的
と
な
っ
て
い
る
。
た
だ
、
近
年
の
漁

業
現
場
で
は
、
こ
の
規
制
の
影
響
が
で
な
い
ほ
ど
ク
ロ
マ
グ
ロ
が
獲

れ
な
く
な
っ
て
い
る
現
実
が
あ
り
、
そ
の
た
め
、
人
工
種
苗
の
導
入

へ
の
期
待
と
と
も
に
、
限
ら
れ
た
天
然
種
苗
を
有
効
に
活
用
す
る
こ

と
が
問
わ
れ
て
い
る
。

　

長
崎
県
に
お
け
る
養
殖
用
種
苗
の
多
く
は
、
県
内
で
ヨ
コ
ワ
曳
き

縄
漁
業
者
な
ど
に
よ
っ
て
漁
獲
さ
れ
た
ヨ
コ
ワ
が
利
用
さ
れ
て
い
る

が
、
一
部
は
県
外
か
ら
持
ち
込
ま
れ
て
い
る
。
二
〇
〇
七
年
か
ら

二
〇
一
三
年
の
確
保
尾
数
は
、
ヨ
コ
ワ
漁
の
好
・
不
漁
に
よ
り
変
動

す
る
も
の
の
、
平
均
す
る
と
約
一
二
万
尾
と
な
る
。
二
〇
一
二
年

一
〇
月
の
農
林
水
産
大
臣
の
指
示
に
よ
り
長
崎
県
で
は
天
然
種
苗
の

確
保
尾
数
が
二
一
万
尾（
二
〇
一
一
年
実
績
）を
超
え
て
は
な
ら
な
い
が
、

実
際
に
は
、
近
年
の
ヨ
コ
ワ
の
不
漁
に
よ
っ
て
、
二
〇
一
三
年
の
計

画
に
対
す
る
充
足
率
は
七
割
程
度
に
留
ま
っ
て
い
る
。
な
お
、
こ
の

ほ
か
に
二
〇
一
〇
年
か
ら
人
工
種
苗
が
毎
年
約
六
万
尾
程
度
導
入
さ

れ
て
い
る
。

（
４
）
長
崎
県
総
合
水
産
試
験
場
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
種
苗
生
産
技
術
開
発

へ
の
取
り
組
み

　

今
後
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
の
回
復
と
養
殖
業
の
健
全
な
発
展
に
は
、

図3  長崎県の養殖クロマグロの平均単価と出荷サイズ
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こ
れ
ま
で
の
よ
う
に
天
然
種
苗
に
依
存
し
た
養
殖
を
続
け
る
こ
と
は

難
し
い
こ
と
か
ら
、
人
工
種
苗
の
導
入
が
期
待
さ
れ
、
技
術
開
発
が

急
が
れ
て
い
る
。
日
本
で
は
近
畿
大
学
が
三
二
年
と
い
う
歳
月
を
か

け
て
、
二
〇
〇
二
年
六
月
に
世
界
で
初
め
て
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
完
全
養

殖
に
成
功
し
た
。
さ
ら
に
二
〇
〇
七
年
か
ら
は
、
同
大
学
で
生
産
さ

れ
た
人
工
種
苗
が
販
売
さ
れ
る
よ
う
に
な
る
一
方
で
、
大
手
企
業
も

種
苗
生
産
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

県
は
、
養
殖
用
種
苗
の
確
保
は
重
要
な
課
題
で
あ
る
と
捉
え
、
長

崎
水
試
で
は
二
〇
〇
七
年
か
ら
種
苗
生
産
の
技
術
開
発
を
始
め
た
。

取
り
組
み
は
、
国
の
事
業
に
参
画
す
る
な
ど

（独）
水
産
総
合
研
究
セ
ン

タ
ー
（
以
下
、
水
研
セ
ン
タ
ー
）
と
の
連
携
の
下
で
進
め
て
お
り
、

二
〇
一
〇
年
以
降
は
、
将
来
の
技
術
移
転
先
で
あ
る
県
内
の
民
間
な

ど
の
種
苗
生
産
機
関
と
共
同
で
取
り
組
ん
で
い
る
。
長
崎
県
に
は
、

ヒ
ラ
メ
や
ト
ラ
フ
グ
な
ど
の
人
工
種
苗
を
生
産
す
る
一
二
の
生
産
機

関
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
高
い
技
術
力
を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
れ
ら
機

関
と
の
連
携
に
よ
り
技
術
開
発
の
効
率
化
を
図
っ
て
い
る
。

　

二
〇
一
二
年
か
ら
は
、
農
林
水
産
技
術
会
議
委
託
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

研
究
「
天
然
資
源
に
依
存
し
な
い
持
続
的
な
養
殖
技
術
の
開
発
」

（
二
〇
一
二
～
一
六
年
度
。
以
下
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
）
が
開
始
さ
れ
、
水

研
セ
ン
タ
ー
が
中
心
と
な
り
、
近
畿
大
学
、
鹿
児
島
大
学
、
民
間
な

ど
オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
で
、
ヨ
コ
ワ
サ
イ
ズ
（
体
長
三
〇
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
程
度
）
の
人
工
種
苗
一
〇
万
尾
を
生
産
す
る
技
術
開
発
に
取
り
組

ん
で
お
り
、
そ
の
メ
ン
バ
ー
に
長
崎
水
試
も
加
わ
っ
て
い
る
。
こ
の

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
一
環
と

し
て
、
二
〇
一
二
年
三
月

に
水
研
セ
ン
タ
ー
の
西
海

区
水
産
研
究
所
（
長
崎
庁

舎
）
に
親
魚
養
成
、
産
卵

施
設
と
な
る
陸
上
施
設

「
ま
ぐ
ろ
飼
育
研
究
施
設
」

が
完
成
し
た
。
こ
の
施
設

で
は
、
二
〇
一
四
年
五
月

に
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
産
卵
に

成
功
、
種
苗
生
産
を
目
的

と
し
た
陸
上
施
設
で
の
採

卵
は
、
世
界
で
初
め
て
の

事
例
と
な
っ
た
こ
と
は
話
題
と
し
て
新
し
い
。

　

二
〇
〇
七
年
か
ら
取
り
組
ん
だ
長
崎
水
試
の
種
苗
生
産
結
果
を
図

４
に
示
す
。
な
お
、
結
果
は
ク
ロ
マ
グ
ロ
稚
魚
（
約
六
セ
ン
チ
メ
ー
ト

ル
サ
イ
ズ
）
の
生
産
尾
数
と
孵ふ

化か

仔
魚
か
ら
稚
魚
ま
で
の
生
残
率
で

示
し
た
。
生
産
尾
数
は
、
年
々
増
加
し
て
い
る
も
の
の
、
直
近
の

二
〇
一
四
年
は
約
二
万
八
〇
〇
〇
尾
で
、
生
残
率
は
二
・
三
パ
ー
セ

ン
ト
と
ま
だ
低
い
。
種
苗
生
産
が
実
用
化
さ
れ
て
い
る
マ
ダ
イ
や
ト

ラ
フ
グ
の
生
残
率
が
五
〇
～
六
〇
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
る
こ
と
か
ら
も
、

種
苗
生
産
の
難
し
さ
が
う
か
が
え
る
。
ち
な
み
に
、
最
も
技
術
開
発

が
進
ん
で
い
る
近
畿
大
学
で
も
、
生
残
率
が
良
く
て
六
パ
ー
セ
ン
ト

クロマグロの受精卵（直径約1mm）。
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程
度
と
聞
く
。

　

種
苗
生
産
の
難
し
さ
は
、
原
因
不
明
の
沈
降
死
、
共
食
い
、
衝
突

死
に
よ
る
大
量
斃
死
の
ほ
か
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
で
は
、
他
の
生
き
た
魚

類
の
仔
・
稚
魚
を
餌
に
与
え
る
必
要
が
あ
る
こ
と
が
、
種
苗
生
産
を

よ
り
難
し
く
し
て
い
る
。

　

長
崎
水
試
で
は
、
種
苗
生
産
技
術
開
発
の
ほ
か
に
、
養
殖
漁
場
が

離
島
地
域
に
あ
る
た
め
、
人
工
種
苗
を
安
全
に
輸
送
す
る
技
術
や
、

養
殖
漁
場
で
稚
魚
サ
イ
ズ
か
ら
ヨ
コ
ワ

サ
イ
ズ
ま
で
に
順
調
に
成
長
さ
せ
る
た

め
の
飼
育
技
術
の
開
発
に
も
取
り
組
ん

で
い
る
。

　

輸
送
技
術
に
つ
い
て
は
、
生
残
率

八
〇
パ
ー
セ
ン
ト
程
度
で
輸
送
で
き
る

よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
が
、
輸
送
後
、

養
殖
漁
場
で
網
生
簀
で
の
ス
レ
や
衝
突

死
、
摂
餌
不
良
な
ど
で
、
ヨ
コ
ワ
サ
イ

ズ
ま
で
の
生
残
率
は
二
〇
パ
ー
セ
ン
ト

程
度
と
低
い
。

　

人
工
種
苗
の
安
定
供
給
に
は
、
ま
だ

ま
だ
解
決
す
べ
き
課
題
は
多
い
が
、
長

崎
水
試
で
は
、
特
に
県
内
の
自
前
で
人

工
種
苗
の
生
産
が
で
き
な
い
養
殖
業
者

を
多
く
抱
え
る
こ
と
か
ら
、
ク
ロ
マ
グ

ロ
養
殖
業
の
維
持
、
振
興
の
た
め
、
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
な
ど
の
成

果
を
活
か
し
て
、
種
苗
生
産
な
ど
の
技
術
開
発
を
急
い
で
い
る
。

２
．
長
崎
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
の
今
後
の
課
題
と

そ
の
対
応

　

長
崎
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
は
、
振
興
プ
ラ
ン
が
策
定
さ
れ
た

二
〇
〇
八
年
以
降
、
こ
の
一
〇
年
間
で
飛
躍
的
に
発
展
し
、
生
産
量

図4  長崎県総合水産試験場のクロマグロ種苗生産実績

長崎県総合水産試験場で種苗生産されたクロマグロ稚魚（体長約6cm）。
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は
約
六
倍
、
経
営
体
数
は
二
倍
以
上
に
増
え
た
。
し
か
し
、
国
際
的

な
ク
ロ
マ
グ
ロ
資
源
の
保
護
管
理
措
置
な
ど
に
よ
り
、
こ
れ
ま
で
の

拡
大
基
調
か
ら
の
軌
道
修
正
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

県
は
、
こ
の
よ
う
な
状
況
の
変
化
の
中
で
、「
天
然
種
苗
の
確
保

尾
数
が
不
安
定
」「
養
殖
用
生
餌
（
サ
バ
）
の
高
騰
と
不
足
」「
輸
入
マ

グ
ロ
の
増
大
に
よ
る
価
格
の
低
下
」
な
ど
、
生
産
者
が
抱
え
て
い
る

諸
課
題
に
的
確
に
対
応
し
、
今
後
も
県
内
の
産
業
と
し
て
健
全
な
発

展
を
目
指
す
た
め
に
「
長
崎
県
マ
グ
ロ
養
殖
振
興
プ
ラ
ン
」
を

二
〇
一
四
年
七
月
に
改
訂
し
た
（
以
下
、
新
プ
ラ
ン
）。
最
後
に
、
そ

の
内
容
に
示
さ
れ
た
、
課
題
と
対
策
の
方
向
性
を
紹
介
す
る
。

　

新
プ
ラ
ン
で
は
、「
量
」
か
ら
「
質
」
へ
の
転
換
を
基
本
理
念
と
し
、

「
高
品
質
化
と
大
型
化
」「
養
殖
用
種
苗
の
安
定
確
保
」
な
ど
を
重
要

課
題
と
し
て
、
関
係
団
体
と
連
携
協
力
し
て
解
決
に
取
り
組
み
、

二
〇
一
八
年
に
は
生
産
量
を
三
三
〇
〇
ト
ン
に
ま
で

増
や
す
と
し
て
い
る
。

　

ま
ず
、「
高
品
質
化
と
大
型
化
」
に
つ
い
て
は
、

全
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
者
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
「
長

崎
県
ま
ぐ
ろ
養
殖
協
議
会
」（
註
１
）
と
連
携
し
、
市

場
価
値
の
高
い
大
型
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
生
産
を
目
指
す

と
と
も
に
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
目
指
し
た
品
質
基
準
な

ど
の
策
定
に
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。
す
で
に

県
は
、
出
荷
方
法
な
ど
を
統
一
す
る
規
格
基
準
を
定

め
、
出
荷
時
の
取
り
扱
い
方
法
を
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
し

て
全
生
産
者
に
配
布
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
規
格
を
満
た
し
た
生
産

者
を
「
長
崎
県
養
殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
規
格
基
準
適
合
生
産
者
」
と
し
て

認
定
す
る
制
度
を
設
け
、
市
場
の
信
頼
獲
得
を
目
指
し
て
お
り
、

二
〇
一
四
年
一
二
月
に
は
第
一
回
認
定
委
員
会
を
開
き
、
一
三
の
県

内
生
産
者
を
認
定
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
長
崎
県
ま
ぐ
ろ
養
殖
協
議
会
は
県
内
外
へ
県
産
養

殖
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
品
質
の
高
さ
を
Ｐ
Ｒ
す
る
目
的
で
、「
長
崎
発　

旨
い
本
マ
グ
ロ
ま
つ
り
」
を
毎
年
開
催
し
、
そ
の
中
で
品
評
会
を
開

く
な
ど
、
そ
の
魅
力
の
発
信
に
努
め
て
い
る
。

　

今
後
は
、
I
C
C
A
T
の
保
存
管
理
措
置
が
奉
功
し
、
二
〇
一
五

年
か
ら
は
大
西
洋
ク
ロ
マ
グ
ロ
の
漁
獲
可
能
量
が
増
加
す
る
な
ど
の

情
勢
の
変
化
に
伴
い
、
輸
入
マ
グ
ロ
の
動
き
が
活
発
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
た
め
、
県
は
中
国
や
韓
国
を
は
じ
め
東
ア
ジ
ア
な
ど
に
も
目長崎県産養殖クロマグロのシンボルマーク。

長崎発 旨い本マグロまつりのポスター。
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藤井明彦（ふじい あきひこ）

長崎県総合水産試験場長。1955年福岡県生ま
れ。九州大学農学部卒業後、1980年長崎県庁
に採用。「対馬沿岸におけるサザエの資源生物
学的研究」で九州大学にて博士の学位を取得。
2013年から現職。

を
向
け
、「
長
崎
県
水
産
物
輸
出
戦
略
会
議
」（
註
２
）
の
構
成
団
体
と

も
連
携
し
て
、
海
外
へ
の
販
路
開
拓
に
も
取
り
組
む
と
し
て
い
る
。

　

こ
れ
ら
の
取
り
組
み
は
、
特
に
既
定
の
流
通
経
路
に
頼
ら
ざ
る
を

え
な
い
個
人
経
営
体
な
ど
に
と
っ
て
、
新
し
い
販
路
を
切
り
拓
く
重

要
な
取
り
組
み
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

「
養
殖
用
種
苗
の
安
定
確
保
」
に
つ
い
て
は
、
水
産
庁
が
未
成
魚
の

漁
獲
量
の
半
減
を
求
め
る
こ
と
か
ら
、
長
崎
県
ま
ぐ
ろ
養
殖
協
議
会

が
中
心
と
な
っ
て
、
鮮
魚
出
荷
向
け
に
漁
獲
さ
れ
る
ヨ
コ
ワ
を
、
養

殖
用
種
苗
と
し
て
供
給
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
曳
縄
釣
り
漁
業
者
に

働
き
か
け
る
と
と
も
に
、
補
完
的
な
措
置
と
し
て
旋ま
き

網
で
獲
ら
れ
る

種
苗
の
利
用
を
模
索
す
る
こ
と
に
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
取
り
組
み

を
県
は
支
援
す
る
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
の
自
立
的
な
発
展
に
は
、
人
工
種
苗

の
量
産
技
術
の
開
発
と
供
給
体
制
の
構
築
が
急
が
れ
る
こ
と
か
ら
、

長
崎
水
試
は
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
研
究
な
ど
の
成
果
を
効
果
的
に
活
用
し
、

量
産
技
術
の
開
発
と
人
工
種
苗
の
実
用
化
に
向
け
た
実
証
試
験
に
引

き
続
き
取
り
組
む
こ
と
に
し
て
い
る
。

　

人
工
種
苗
の
実
用
化
に
は
多
く
の
課
題
が
残
っ
て
い
る
が
、
今
後

徐
々
に
技
術
レ
ベ
ル
が
向
上
し
、
天
然
種
苗
の
不
確
実
性
を
補
う
も

の
と
期
待
さ
れ
る
。

お
わ
り
に

　

今
後
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
を
め
ぐ
る
進
展
は
、
世
界
的
な
資
源

管
理
、
国
内
外
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
、
種
苗
確
保
の
不
確
実
性
、
ト
ロ

商
材
と
し
て
の
大
衆
魚
化
な
ど
、
流
動
的
な
要
素
が
あ
り
、
先
が
見

え
づ
ら
い
。
し
か
し
、
長
崎
県
の
ク
ロ
マ
グ
ロ
養
殖
業
と
し
て
は
、

生
産
者
が
新
プ
ラ
ン
に
示
さ
れ
た
現
実
的
な
対
策
を
確
実
に
実
践
し

て
、
今
後
も
地
域
や
生
産
物
の
優
位
性
を
活
か
し
つ
つ
、
国
や
県
、

沿
岸
漁
業
者
と
の
連
携
や
調
和
の
下
で
、
持
続
的
か
つ
健
全
な
発
展

を
目
指
し
て
、
地
域
社
会
を
牽
引
す
る
産
業
と
し
て
確
固
と
し
た
地

位
を
築
く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
に
は
、
長
崎
県
ま
ぐ
ろ
養
殖
協

議
会
の
活
動
の
果
た
す
役
割
は
大
き
い
と
考
え
る
。�

■

【註釈】

（註１）�長崎県まぐろ養殖協議会：県が主催す
る「長崎県マグロ養殖協議会」に替わっ
て、クロマグロ養殖業の健全な発展を
図るためには、生産者自らが意見交換
し、必要な取り組みを決定、実践する
必要があるとの趣旨で2013年8月に
設立。県内のクロマグロ養殖43経営
体と17の関係漁協の代表者で構成。

（註２）�長崎県水産物輸出戦略会議：長崎県
産水産物の輸出の取り組みを効率的
かつ効果的に展開するための協議の
場。長崎県漁業協同組合連合会、長
崎魚市㈱、佐世保魚市場㈱、西日本
魚市㈱、日本遠洋旋網漁業協同組合
の代表と関係市および県から構成。




